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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録

歴
史
文
化
の
保
存
・
継
承
と
防
災
対
策

―
東
海
資
料
ネ
ッ
ト
の
設
立
に
向
け
て

―
（
前
編
）
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掲
載
に
あ
た
っ
て

 

東
海
国
立
大
学
機
構
大
学
文
書
資
料
室

  



42

 

　

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
一
二
月
二
二
日
（
日
）、
名
古
屋
大
学
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
に
、
地
域
歴
史
文
化
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
名
古
屋
「
地
域
資
料
保
全
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

　

こ
れ
は
、名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
と
人
間
文
化
研
究
機
構
「
歴
史
文
化
資
料
保
全
の
大
学
・
共
同
利
用
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
が
主
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
共
催
団
体
と
し
て
、
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
、
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
教
育

学
部
、
中
部
大
学
人
文
学
部
歴
史
地
理
学
科
、
名
古
屋
大
学
減
災
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
、
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
、
名
古
屋
歴

史
科
学
研
究
会
、
科
研
費
特
別
推
進
研
究
「
地
域
歴
史
資
料
学
を
基
軸
と
し
た
災
害
列
島
に
お
け
る
地
域
存
続
の
た
め
の
地
域
歴
史
文

化
の
創
成
」（
研
究
代
表
者

：

奥
村
弘
）
研
究
グ
ル
ー
プ
、
科
研
費
基
盤
研
究
（
B
）「
木
曽
三
川
流
域
に
お
け
る
治
水
関
係
文
書
の
高

度
活
用
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
者

：

石
川
寛
）
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
後
援
団
体
と
し
て
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
メ
タ
資
料
学

研
究
セ
ン
タ
ー
、
愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
が
名
を
連
ね
た
。 

 

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
詳
し
く
は
天
野
真
志
氏
の
趣
旨
説
明
に
譲
る
が
、
地
域
の
民
間
所
在
資
料
の
保
全
活
動
、
特
に
災
害
か
ら

の
救
助
活
動
を
行
う
「
資
料
ネ
ッ
ト
」
を
東
海
地
域
に
設
立
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
趣
旨
を
広
く
地
域
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
開

催
さ
れ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
は
、
名
古
屋
大
学
を
中
心
と
す
る
東
海
地
域
の
歴
史
学
系
の
大
学
教
員
か
ら
な
る
「
東
海
資
料
ネ
ッ

ト
設
立
発
起
人
」
を
中
心
に
、
天
野
真
志
氏
（
人
間
文
化
研
究
機
構
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
特
任
准
教
授
）
や
斎
藤
善
之
氏
（
N
P
O

法
人
宮
城
歴
史
資
料
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
、
東
北
学
院
大
学
経
営
学
部
教
授
）
の
ご
教
示
の
下
に
進
め
ら
れ
た
。 

 

　

名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
（
現
在
は
東
海
国
立
機
構
大
学
文
書
資
料
室
、
以
下
「
資
料
室
」）
は
、
資
料
室
が
所
蔵
す
る
名
古

屋
大
学
史
資
料
は
地
域
資
料
で
も
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
ま
だ
資
料
室
が
所
蔵
し
て
い
な
い
名
古
屋
大
学
史
資
料
が
民
間
に
多
く
所
在
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
専
任
教
員
で
あ
る
堀
田
慎
一
郎
室
員
が
東
海
資
料
ネ
ッ
ト
設
立
発
起
人
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
等
に
鑑
み
、
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
共
催
す
る
こ
と
に
し
た
。
共
催
に
あ
た
っ
て
は
、堀
田
室
員
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
事
務
局
長
的
な
役
割
を
担
っ
た
ほ
か
、
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配
布
資
料
の
取
り
ま
と
め
作
業
を
資
料
室
の
ス
タ
ッ
フ
が
行
い
、
当
日
は
堀
田
室
員
と
魚
住
奈
都
子
事
務
補
佐
員
が
勤
務
の
一
環
と
し

て
参
加
し
た
。 

 

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
第
一
部
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
資
料
の
緊
急
対
応
を
考
え
る
」（
午
前
一
〇
時
～
一
一
時
三
〇
分
、
会
場
は

文
系
共
同
館
1
A
B
講
義
室
）
と
第
二
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
歴
史
文
化
の
保
存
・
継
承
と
防
災
対
策
－
東
海
資
料
ネ
ッ
ト
の
設
立

に
向
け
て

－

」（
午
後
一
時
～
一
七
時
三
〇
分
、
会
場
は
名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
第
二
三
七
講
義
室
）
か
ら
な
っ
て
い
る
。

第
一
部
に
は
定
員
一
杯
の
三
〇
名
、
第
二
部
に
は
大
き
な
講
義
室
が
ほ
ぼ
満
員
に
な
る
一
五
八
名
も
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
こ
の
特
集

は
、
第
二
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
で
あ
る
。 

 

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
の
齋
藤
文
俊
研
究
科
長
に
よ
る
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。
齋
藤
研
究
科
長
は
、

関
係
者
へ
の
謝
意
を
述
べ
た
う
え
で
、
地
域
の
歴
史
資
料
の
保
全
が
重
要
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
た
め
に
は
専
門
家
の
知
識
・
技
術
が

必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
を
ま
た
な
い
が
、
同
時
に
活
動
や
保
存
の
た
め
の
場
所
と
経
費
も
必
要
で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
を
歴
史
に
興

味
の
な
い
人
々
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
こ
う
し
た
取
組
み
は
重
要
で
あ
っ
て
、
自
分
も
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、
な
ど
と

述
べ
た
。 

 

　

そ
し
て
、
ま
ず
天
野
真
志
氏
（
前
出
）
が
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
。
次
に
、
加
藤
規
博
氏
（
愛
知
県
総
務
局
総
務
部
法
務
文
書
課
県
史

編
さ
ん
室
主
幹
、現
在
は
愛
知
県
西
三
河
県
税
事
務
所
）、岡
田
靖
氏
（
一
般
社
団
法
人
木
文
研
代
表
理
事
〔
令
和
三
年
四
月
か
ら
理
事
〕、

帝
京
大
学
文
化
財
研
究
所
准
教
授
〔
令
和
三
年
四
月
か
ら
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
教
授
〕）、
斎
藤
善
之
氏
（
前
出
）、
今

津
勝
紀
氏
（
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
代
表
、
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
教
授
）
に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ
た
。
次
い
で
、
黒
田

和
士
氏
（
愛
知
県
美
術
館
学
芸
員
）、
大
塚
英
二
氏
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
教
授
）、
奥
村
弘
氏
（
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
、
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
教
授
）
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
の
後
、
報
告
者
と
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
と
し
、
会
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場
参
加
者
も
交
え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。 

 

　

そ
し
て
最
後
に
、
人
間
文
化
研
究
機
構
（
以
下
、
機
構
）
の
佐
藤
信
理
事
に
よ
る
挨
拶
が
あ
っ
た
。
佐
藤
理
事
は
、
関
係
者
へ
の
謝

意
を
述
べ
た
う
え
で
、
①
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
東
海
の
地
で
多
く
の
参
加
者
の
熱
気
と
盛
り
上
が
り
の
下
に
実
現
し
た
こ
と
に
感
激

し
て
い
る
こ
と
、
②
機
構
で
は
二
〇
一
八
年
度
よ
り
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
東
北
大
学
、
神
戸
大
学
の
、
三
つ
の
中
核
拠
点
を
軸

と
し
て
、
全
国
の
資
料
ネ
ッ
ト
の
方
々
と
連
携
し
、
歴
史
文
化
資
料
の
保
全
と
そ
の
活
用
・
発
信
を
通
し
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
歴

史
文
化
の
継
承
と
創
成
を
目
指
す
事
業
を
進
め
て
き
た
が
、そ
の
中
で
広
域
の
相
互
支
援
体
制
を
推
進
す
る
努
力
も
進
め
て
い
る
こ
と
、

③
そ
の
点
で
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
東
海
地
域
で
の
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
機
構
も
大
変
期
待
を
抱

い
て
い
る
こ
と
、
④
機
構
は
こ
れ
か
ら
も
各
地
の
資
料
ネ
ッ
ト
と
の
協
力
・
連
携
関
係
を
広
げ
て
、
災
害
時
の
資
料
保
全
と
共
に
、
平

常
時
に
お
い
て
は
資
料
を
生
か
し
た
地
域
の
歴
史
文
化
の
振
興
に
も
広
く
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
、等
に
つ
い
て
述
べ
た
。 

 

　

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
名
古
屋
大
学
生
協
南
部
食
堂
二
階
の
「
彩
」
に
お
い
て
、
八
〇
名
近
く
の
参
加
者
を
得
て
、
立
食

形
式
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。 

 

　

本
号
で
は
、
趣
旨
説
明
と
四
つ
の
報
告
に
つ
い
て
、
音
声
記
録
を
活
字
化
し
た
も
の
を
掲
載
し
た
。
こ
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
報
告
者

ご
本
人
に
よ
る
校
訂
を
経
て
い
る
。
三
つ
の
コ
メ
ン
ト
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、次
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 

　

な
お
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
後
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
二
月
一
六
日
（
日
）
に
設
立
総
会
が
行
わ
れ
、
同
日
を
も
っ
て
東
海
歴

史
資
料
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
通
称
＝
東
海
資
料
ネ
ッ
ト
）
が
発
足
し
た
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://tokaishiryonet.

w
ixsite.com

/w
ebsite

）
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
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